
(57)【要約】

身体管腔の閉鎖を増強またはその他に増強するデバイス

および方法は、この管腔の壁内に移植される磁性または

磁化可能なコンポーネントまたは粒子を備える。このコ

ンポーネントまたは粒子により奏される磁場は、所望の

力で身体管腔を閉鎖するよう作用する。本発明は、ヒト

身体中の括約筋を処置するためのデバイスおよび方法を

提供する。より詳細には、本発明は、括約筋の壁内に２

つ以上の磁性デバイスを移植、注入、またはそうでなけ

れば位置決めすることにより括約筋を増強するデバイス

および方法を含む。これら２つ以上のデバイス間の磁性

誘引により、処置される括約筋の緊張は増大される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 の 身 体 管 腔 を 処 置 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 身 体 管 腔 の 壁 内 の 予 備 選 択 さ れ た 位 置 に 、 少 な く と も ２ つ の 磁 性 ま た は 磁 化 可 能 な デ バ
イ ス を 配 置 す る 工 程 を 包 含 し 、 こ こ で 該 磁 性 デ バ イ ス が 互 い に 誘 引 し 、 そ し て こ こ で 該 磁
性 デ バ イ ス 間 の 誘 引 が 、 少 な く と も 部 分 的 に 該 管 腔 を 締 め 付 け る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 磁 性 デ バ イ ス を 配 置 す る 工 程 が 、
　 送 達 デ バ イ ス を 有 す る 内 視 鏡 を 前 記 身 体 管 腔 中 に 挿 入 す る こ と ；
　 該 内 視 鏡 を 、 前 記 予 備 選 択 さ れ た 位 置 の 近 傍 に 位 置 決 め す る た め に 進 め る こ と ； お よ び
　 該 送 達 デ バ イ ス で 、 該 身 体 管 腔 の 壁 中 に 少 な く と も ２ つ の 磁 性 ま た は 磁 化 可 能 な デ バ イ
ス を 移 植 す る こ と を さ ら に 包 含 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 少 な く と も ２ つ の デ バ イ ス が 、 前 記 患 者 の 食 道 の 壁 中 に 移 植 さ れ る と き 磁 化 さ れ な い
請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 移 植 さ れ た 少 な く と も ２ つ の デ バ イ ス の 近 傍 の 位 置 に 磁 化 デ バ イ ス を 位 置 決 め す る
工 程 ； お よ び
　 該 ２ つ の デ バ イ ス の 少 な く と も １ つ を 磁 化 す る 工 程 を さ ら に 包 含 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 移 植 さ れ た 少 な く と も ２ つ の 磁 石 の 近 傍 の 位 置 に 圧 力 検 知 デ バ イ ス を 位 置 決 め す る 工
程 ：
　 前 記 身 体 管 腔 内 の 該 位 置 に お け る 圧 力 を 検 知 す る 工 程 ； お よ び
　 該 検 知 さ れ た 圧 力 を 基 に 、 該 ２ つ の デ バ イ ス の 少 な く と も １ つ の 磁 性 力 を 調 節 す る 工 程
を さ ら に 包 含 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 検 知 す る 工 程 が 、 前 記 送 達 デ バ イ ス ま た は 内 視 鏡 上 の 圧 力 セ ン サ ー を 用 い て 実 施 さ れ
る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 移 植 さ れ た 少 な く と も ２ つ の 磁 石 の 近 傍 の 位 置 に 磁 力 調 節 デ バ イ ス を 位 置 決 め す る 工
程 ； お よ び
　 該 少 な く と も ２ つ の 磁 石 の 磁 力 を 、 前 記 食 道 内 で 検 知 さ れ た 圧 力 を 基 に 調 節 す る 工 程 を
さ ら に 包 含 す る 、 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 調 節 す る 工 程 が 、 前 記 送 達 デ バ イ ス ま た は 内 視 鏡 上 の 電 磁 石 で 実 施 さ れ る 、 請 求 項 ６
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 少 な く と も ２ つ の 磁 性 デ バ イ ス が 、 前 記 患 者 の 食 道 の 対 向 す る 側 面 に 配 置 さ れ る ２ つ
の 磁 石 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 少 な く と も ２ つ の 磁 性 デ バ イ ス が 、 保 持 リ ン グ 内 に 含 ま れ る 少 な く と も ４ つ の 磁 石 を
備 え 、 こ こ で 、 該 保 持 リ ン グ が 、 前 記 食 道 の 壁 内 の 配 置 の た め の 形 状 で あ り 、 そ し て 該 少
な く と も ４ つ の 磁 石 が 半 径 方 向 パ タ ー ン に 互 い に 誘 引 し 、 該 保 持 リ ン グ を 収 縮 す る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ２ つ の 磁 性 デ バ イ ス の 少 な く と も １ つ が 、 磁 性 粒 子 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ １ 】
患 者 の 身 体 管 腔 を 処 置 す る た め デ バ イ ス で あ っ て 、 該 管 腔 の 壁 中 へ の 配 置 の た め の ２ つ 以
上 の 磁 石 ま た は 磁 化 可 能 な コ ン ポ ー ネ ン ト の セ ッ ト を 備 え 、 こ こ で 該 デ バ イ ス が 、 好 ま し
く は 、 熱 分 解 性 カ ー ボ ン の よ う な 生 体 適 合 性 コ ー テ ィ ン グ で コ ー ト さ れ る 鉄 粒 子 で あ る 、
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デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
患 者 の 身 体 管 腔 中 の 括 約 筋 を 処 置 す る た め の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 す る 細 長 い カ テ ー テ ル ； お よ び
　 該 管 腔 の 壁 内 に 少 な く と も ２ つ の 磁 性 部 材 を 配 置 す る た め に 、 該 細 長 い カ テ ー テ ル の 遠
位 端 に 配 置 さ れ る 磁 性 送 達 デ バ イ ス を 備 え る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 磁 性 送 達 デ バ イ ス が 、
　 前 記 カ テ ー テ ル の 長 さ に 沿 っ て 配 置 さ れ る 細 長 い チ ュ ー ブ で あ っ て 、 近 位 端 お よ び 遠 位
端 を 有 す る チ ュ ー ブ ； お よ び
　 該 管 腔 の 壁 中 に 磁 性 粒 子 を 注 入 す る た め に 該 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 に 位 置 す る 少 な く と も １
つ の ニ ー ド ル を 備 え る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
身 体 管 腔 の 壁 中 に 配 置 さ れ る 磁 化 可 能 な コ ン ポ ー ネ ン ト ま た は 粒 子 を 磁 化 す る た め の デ バ
イ ス で あ っ て 、
　 該 身 体 管 腔 に 導 入 さ れ る よ う 適 合 さ れ る カ テ ー テ ル ； お よ び
　 該 磁 化 可 能 な コ ン ポ ー ネ ン ト ま た は 粒 子 を 磁 場 に 曝 す た め に 該 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ た
永 久 磁 石 ま た は 電 磁 石 を 備 え る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 コ ン ポ ー ネ ン ト ま た は 粒 子 の 磁 化 の 前 、 磁 化 の 間 、 ま た は 磁 化 の 後 に 、 身 体 管 腔 中 の
圧 力 を 試 験 す る 手 段 を さ ら に 包 含 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
身 体 管 腔 を 進 む た め の デ バ イ ス で あ っ て 、 保 持 リ ン グ 内 に 配 置 さ れ た 磁 石 ま た は 磁 化 可 能
な コ ン ポ ー ネ ン ト を 備 え 、 該 保 持 リ ン グ が 該 管 腔 の 周 り に 移 植 さ れ る と き 該 コ ン ポ ー ネ ン
ト が 該 管 腔 に 対 し て 閉 鎖 力 を 奏 す る よ う に 該 身 体 管 腔 の 壁 中 に 該 コ ン ポ ー ネ ン ト を 配 置 す
る よ う 適 合 さ れ る 、 デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 （ 発 明 の 背 景 ）
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 医 療 用 ま た は 外 科 的 治 療 の た め の 方 法 お よ び デ バ イ ス に 関 す る 。 よ
り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 下 部 食 道 括 約 筋 の よ う な 括 約 筋 、 ま た は 女 性 の 尿 道 の よ う な 身 体
管 腔 を 増 強 す る た め の 方 法 お よ び デ バ イ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 種 々 の ヒ ト 病 気 は 、 疾 患 、 傷 害 、 加 齢 ま た は こ れ ら の 原 因 の 組 み 合 わ せ に 起 因 し て 、 身
体 管 腔 お よ び 腔 を 取 り 囲 む 組 織 の 弱 体 化 か ら 生 じ る 。 本 発 明 で 特 に 目 的 と す る の は 、 下 部
食 道 括 約 筋 （ 「 Ｌ Ｅ Ｓ 」 ） が 弱 く な り 、 そ し て 胃 の 内 容 物 が 食 道 に 移 動 し て 戻 る こ と を 可
能 に す る と き 生 じ る 、 胃 食 道 逆 流 疾 患 ま た は 「 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ 」 と し て 知 ら れ る 症 状 で あ る 。 同
様 に 、 糞 便 失 禁 は 、 肛 門 括 約 筋 が 、 弱 く な り 、 そ し て 適 正 に 機 能 す る こ と を 止 め る と き に
起 こ り 得 る 。 女 性 の 尿 失 禁 は 、 膀 胱 の 内 容 物 を 含 め る た め の 尿 道 の 弱 体 化 と と も に 生 じ 得
る 。 男 性 の 尿 失 禁 は 、 泌 尿 器 括 約 筋 へ の 損 傷 と と も に 生 じ る 。 胃 の 出 口 は 、 幽 門 括 約 筋 に
よ っ て 制 御 さ れ て い る 。 幽 門 括 約 筋 に お け る 減 少 し た 筋 肉 緊 張 は 、 迅 速 に 胃 を 空 に 至 ら し
め 得 、 そ れ は 、 消 化 苦 痛 を 生 じ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ヒ ト の 胃 腸 管 は 口 で 始 ま り 、 そ し て 咽 頭 、 食 道 、 胃 、 小 腸 お よ び 大 腸 、 お よ び 直 腸 を 含
む 。 括 約 筋 と 呼 ば れ る 、 小 さ な 、 リ ン グ 様 の 筋 肉 が 、 胃 腸 管 の 部 分 を 取 り 囲 ん で い る 。 健
常 人 で は 、 こ れ ら の 筋 肉 は 、 食 事 お よ び 消 化 の 間 に 調 和 す る 様 式 で 収 縮 し 、 消 化 管 の １ つ
の 領 域 を 他 か ら 一 時 的 に 分 離 す る 。 胃 腸 管 括 約 筋 の １ つ の 例 は 、 糞 便 失 禁 を 提 供 す る 肛 門
括 約 筋 で あ る 。 別 の 例 は 、 食 道 と 胃 と の 間 の 開 口 部 を 取 り 囲 む 下 部 食 道 括 約 筋 （ 「 Ｌ Ｅ Ｓ
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」 ） と 呼 ば れ る 筋 肉 の リ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 通 常 、 こ の Ｌ Ｅ Ｓ は 、 弛 緩 し て 食 物 を 食 道 か ら 胃 ま で 通 過 さ せ 、 そ し て 収 縮 し て 胃 中 の
食 物 が 食 道 中 に 戻 っ て 還 流 す る こ と を 防 ぐ 。 胃 の 筋 肉 は 、 食 物 お よ び 消 化 液 を か き 回 し 、
そ し て び 汁 （ ｃ ｈ ｙ ｍ ｅ ） と 呼 ば れ る 塊 に す る 。 こ れ ら 筋 肉 は 、 次 に 、 び 汁 を 、 胃 の 上 部
で 開 始 し 、 そ し て 下 方 に 移 動 す る 蠕 動 の 波 に よ っ て 胃 の 反 対 の 腸 端 部 に 向 か っ て 圧 迫 す る
。 別 の リ ン グ 様 筋 肉 で あ る 幽 門 括 約 筋 は 、 最 終 的 に 弛 緩 し て 胃 内 容 物 を 小 腸 の 最 初 の 部 分
に 侵 入 さ せ る 。 Ｌ Ｅ Ｓ が 適 正 に 収 縮 し な い 場 合 、 し か し 、 び 汁 お よ び そ の 他 の 胃 内 容 物 は
、 食 道 中 に 押 し 戻 さ れ 得 、 胸 や け の 苦 し い 症 状 を 、 そ し て 潜 在 的 に 食 道 壁 に 永 久 的 な 損 傷
を 引 き 起 こ す 。 こ の Ｌ Ｅ Ｓ の 不 十 分 さ は 、 胃 内 容 物 の 食 道 へ の 逆 流 を と も な い 、 胃 食 道 逆
流 疾 患 、 ま た は 「 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ 」 と 一 般 に 称 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 胃 腸 管 還 流 疾 患 は 、 こ の 症 候 群 を 患 う 成 人 集 団 の 推 定 ２ ％ の 一 般 的 な 障 害 で あ る 。 Ｇ Ｅ
Ｒ Ｄ の 発 生 率 は 、 ４ ０ の 年 齢 後 顕 著 に 増 加 し 、 そ し て 患 者 が 、 医 療 処 置 を 求 め る 前 に 数 年
待 つ 症 候 群 を 経 験 す る こ と は 一 般 的 で な い こ と で は な い 。 処 置 を 延 期 す る こ と は 、 さ ら な
る 健 康 利 害 関 係 に 至 り 得 る 。 な ぜ な ら 、 食 道 に お け る 酸 が 継 続 し て 存 在 す る こ と は 、 食 道
の 永 久 的 損 傷 に 至 り 得 る か ら で あ る 。 こ の よ う な 食 道 損 傷 は ま た 、 食 道 癌 の 前 駆 体 で あ り
得 る と の 仮 説 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 に 、 多 く の 因 子 が 、 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ の 発 生 に 潜 在 的 に 寄 与 し て い る と 考 え ら れ て い る 。 例
え ば 、 一 過 性 の Ｌ Ｅ Ｓ 緩 和 、 減 少 し た Ｌ Ｅ Ｓ 静 止 緊 張 、 損 傷 し た 食 道 ク リ ア ラ ン ス 、 遅 延
し た 胃 空 虚 、 減 少 し た 唾 液 分 泌 、 お よ び 損 傷 し た 組 織 耐 性 は す べ て Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ を 引 き 起 こ す
こ と に 寄 与 し 得 る 。 ラ イ フ ス タ イ ル の 因 子 も ま た 、 還 流 を 引 き 起 こ す こ と に 寄 与 し 得 る 。
ラ イ フ ス タ イ ル 因 子 も ま た 還 流 を 引 き 起 こ す こ と に 寄 与 し 得 る 。 喫 煙 、 大 食 、 脂 肪 食 品 、
カ フ ェ イ ン 、 妊 娠 、 肥 満 、 体 位 、 薬 物 、 ホ ル モ ン 、 お よ び 対 麻 痺 は す べ て 、 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ を 悪
化 さ せ る 。 ま た 、 裂 孔 ヘ ル ニ ア は 、 し ば し ば Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ の 重 篤 な 事 例 を と も な う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 胸 や け に 加 え 、 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ の そ の そ の 他 の 頻 繁 に 報 告 さ れ た 症 状 は 、 苦 し い 嚥 下 、 困 難 な
嚥 下 、 咳 、 喘 鳴 、 喘 息 、 吸 引 性 肺 炎 、 お よ び 介 在 性 線 維 症 の よ う な 肺 の 症 状 、 歯 エ ナ メ ル
質 崩 壊 、 歯 肉 炎 、 お よ び 口 臭 の よ う な 口 腔 症 状 、 苦 痛 、 咽 頭 炎 、 し わ が れ 声 、 お よ び 球 感
覚 の よ う な 、 の ど の 症 状 ； お よ び 耳 痛 を 含 む 。 上 記 で 簡 単 に の べ た よ う に 、 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ の 合
併 症 は 、 び ら ん 、 食 道 瘢 痕 、 お よ び 食 道 狭 窄 症 ； 正 常 食 道 上 皮 の 異 常 上 皮 （ Ｂ ａ ｒ ｒ ｅ ｔ
ｔ の 上 皮 ） で の 置 換 ； お よ び 吸 引 性 肺 炎 の よ う な 食 道 損 傷 を 含 む 。 Ｂ ａ ｒ ｒ ｅ ｔ ｔ 上 皮 は
、 次 に 、 食 道 癌 の 前 駆 体 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ の 処 置 の た め に 現 在 利 用 可 能 な 治 療 は 、 一 般 に 、 薬 学 的 治 療 お よ び 手 術 に 焦 点
を あ て て い る 。 薬 物 療 法 は 、 代 表 的 に は 、 胃 酸 分 泌 を 減 少 す る か 、 ま た は ブ ロ ッ ク す る が
、 Ｌ Ｅ Ｓ を 強 化 し な い か 、 ま た は そ の 他 に Ｌ Ｅ Ｓ を 処 置 し な い 。 外 科 的 介 入 は 、 代 表 的 に
は 、 Ｌ Ｅ Ｓ の 部 位 で 括 約 筋 様 の 機 構 を 生 成 す る こ と を 試 み る 手 順 を 含 む 。 Ｎ ｉ ｓ ｓ ｅ ｎ の
胃 底 皺 襞 形 成 術 は 、 例 え ば 、 胃 の 一 部 分 を 周 辺 連 結 組 織 か ら 自 由 に す る こ と 、 Ｌ Ｅ Ｓ に 近
接 す る 位 置 に お い て 食 道 の 外 側 の 周 り で そ れ を 覆 う こ と 、 お よ び そ れ を 胃 の 別 の 部 分 に 戻
し て 付 着 す る こ と を 含 む 腹 部 手 術 で あ る 。 こ の 手 順 は 、 し ば し ば 、 Ｌ Ｅ Ｓ の 近 傍 の 領 域 で
食 道 を 首 尾 良 く 閉 め 、 そ し て Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ を 防 ぐ こ と で 成 功 し 得 る が 、 そ れ は 、 如 何 に 堅 く ま
た は 緩 く 胃 を 覆 う か を 判 断 す る こ と が し ば し ば 困 難 で あ り － － 堅 過 ぎ て 覆 う と 、 食 物 は 胃
ま で 通 過 す る こ と が 困 難 で 、 緩 す ぎ て 覆 う と 、 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ は 防 が れ な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ れ 故 、 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ は 、 多 く の 苦 し い 症 状 、 潜 在 的 に 重 篤 な 合 併 症 、 お よ び 相 対 的 に 少 な
い 実 行 可 能 な 処 置 オ プ シ ョ ン を と も な っ て 非 常 に 蔓 延 す る 状 態 で あ る 。 従 っ て 、 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ
を 防 ぐ か 、 ま た は 処 置 す る た め に Ｌ Ｅ Ｓ を 増 強 す る た め の 方 法 お よ び デ バ イ ス を 有 す る こ
と は 有 利 で あ り 得 る 。 理 想 的 に は 、 こ の よ う な 方 法 お よ び デ バ イ ス は 、 非 侵 襲 性 ま た は 最
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小 侵 襲 様 式 で Ｌ Ｅ Ｓ の 長 期 間 ま た は さ ら に 永 久 的 な 処 置 を 提 供 し 得 る 。 さ ら に 、 こ の よ う
な 方 法 お よ び デ バ イ ス が 、 糞 便 失 禁 を 処 置 す る た め に 、 肛 門 括 約 筋 の よ う な そ の 他 の 身 体
括 約 筋 を 処 置 す る こ と で 使 用 さ れ 得 る 場 合 、 有 益 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 尿 失 禁 は 、 変 化 す る 程 度 の 重 篤 度 お よ び 異 な る 原 因 で 、 男 性 お よ び 女 性 の 両 方 で 生 じ る
。 男 性 で は 、 こ の 症 状 は 、 尿 路 括 約 筋 を 損 傷 す る 前 立 腺 除 去 術 の 結 果 と し て し ば し ば 起 こ
る 。 女 性 で は 、 こ の 症 状 は 、 代 表 的 に は 、 尿 道 を 弱 め 得 る 尿 管 支 持 構 造 を 伸 張 す る 妊 娠 後
に 起 こ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 多 く の ア プ ロ ー チ が 尿 失 禁 を 処 置 す る た め に 開 発 さ れ た 。 本 発 明 に 特 に 重 要 な 、 コ ラ ー
ゲ ン ま た は そ の 他 の バ ル キ ン グ 材 を 女 性 の 尿 道 お よ び 男 性 の 尿 路 括 約 筋 を 取 り 囲 む 組 織 中
に 注 入 す る た め の 技 法 が 開 発 さ れ た 。 こ れ ら 処 置 は 、 少 な く と も 部 分 的 に は 成 功 し て い る
が 、 代 替 の 処 置 を 提 供 す る こ と が 有 益 で あ り 得 る 。 コ ラ ー ゲ ン の よ う な バ ル キ ン グ 材 は 吸
収 さ れ 、 そ し て そ れ 故 、 一 時 的 な 軽 減 の み を 提 供 す る 。 大 部 分 の 持 続 性 か つ 実 質 的 な バ ル
キ ン グ 材 は 、 括 約 筋 を 裏 返 し 、 そ し て そ の 正 常 な 機 能 を 防 ぐ 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 っ て 、 括 約 筋 を か さ ば ら せ る か 、 ま た は 緊 張 す る 方 法 お よ び シ ス テ ム を 提 供 す る こ と
が 所 望 さ れ 得 る 。 特 に 、 括 約 筋 を 開 放 す る （ そ の 時 点 で 閉 鎖 力 は 顕 著 に 低 下 す る ） た め に
十 分 な 力 が 付 与 さ れ る ま で 、 括 約 筋 を 閉 鎖 し て 維 持 す る に 十 分 、 括 約 筋 を 増 強 し 得 る こ と
が 所 望 さ れ 得 る 。 同 様 に 、 尿 失 禁 に つ い て は 、 現 在 の バ ル キ ン グ 材 は 、 膀 胱 が 完 全 に 空 に
な る ま で 尿 管 を 閉 鎖 さ せ る 。 尿 管 を よ り 長 く 開 放 し た ま ま に す る こ と を 可 能 に す る ア プ ロ
ー チ が 有 益 で あ り 得 る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 一 旦 管 腔 が 開 放 さ れ る と 、 迅 速 に 低 下 し て 、 開 放 す る 力 が 非 常 に 低 い 点 に 低
下 す る ま で 管 腔 を 開 放 し た ま ま に す る こ と を 可 能 に す る バ ル キ ン グ 力 ま た は 閉 鎖 力 を 提 供
す る こ と に よ り 、 こ れ ら の 目 的 を 少 な く と も 部 分 的 に 満 た し 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 発 明 の 詳 細 な 説 明 ）
　 一 般 に 、 本 発 明 は 、 ヒ ト 身 体 中 の 括 約 筋 を 処 置 す る た め の デ バ イ ス お よ び 方 法 を 提 供 す
る 。 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 括 約 筋 の 壁 内 に ２ つ 以 上 の 磁 性 デ バ イ ス を 移 植 、 注 入 、 ま
た は そ う で な け れ ば 位 置 決 め す る こ と に よ り 括 約 筋 を 増 強 す る デ バ イ ス お よ び 方 法 を 含 む
。 こ れ ら ２ つ 以 上 の デ バ イ ス 間 の 磁 性 誘 引 に よ り 、 処 置 さ れ る 括 約 筋 の 緊 張 は 増 大 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 多 く の 実 施 形 態 が 、 下 部 食 道 括 約 筋 （ Ｌ Ｅ Ｓ ） の 処 置 の た め に 構 成 さ れ 、 そ し て 以 下 の
説 明 は そ の 適 用 に 焦 点 を あ て て い る が 、 他 の 実 施 形 態 を 用 い て 身 体 中 の 任 意 の そ の 他 の 適
切 な 括 約 筋 を 処 置 し 得 る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 本 発 明 の 方 法 お よ び デ バ イ
ス は 、 例 え ば 、 糞 便 失 禁 を 処 置 す る た め に 、 肛 門 括 約 筋 を 増 強 す る た め に 用 い ら れ 得 る 。
従 っ て 、 以 下 の 説 明 は 、 例 示 目 的 の み の た め に 提 供 さ れ 、 そ し て 本 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る
と 解 釈 さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 適 用 の 目 的 に は 、 用 語 「 磁 性 デ バ イ ス 」 は 、 磁 気 エ ネ ル ギ ー を 有 し 得 る か 、 ま た は
磁 気 エ ネ ル ギ ー で 磁 力 を 付 与 さ れ 得 る 任 意 の 適 切 な デ バ イ ス ま た は 材 料 を 意 味 す る こ と が
ま た 強 調 さ れ る べ き で あ る 。 例 え ば 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 磁 性 デ バ イ ス は 、 互 い に
誘 引 す る 反 対 の 極 性 を も つ ２ つ の 磁 石 を 含 み 得 る 。 そ の 他 の 実 施 形 態 で は 、 磁 性 デ バ イ ス
は 、 磁 力 （ ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ ） を も た な い 鉄 ま た は そ の 他 の 磁 化 可 能 な 材 料 の ２ つ の 片 を 含 み
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得 る 。 こ れ ら の 非 磁 性 材 料 は 、 身 体 の 領 域 中 に 挿 入 さ れ 得 、 そ し て 次 に 、 磁 化 デ バ イ ス が
こ れ ら 材 料 を 磁 化 す る た め に 用 い ら れ 得 る 。 従 っ て 、 「 磁 性 デ バ イ ス 」 は 、 一 般 に 、 磁 化
さ れ て い る か 、 ま た は 磁 化 可 能 で あ る 任 意 の デ バ イ ス ま た は 材 料 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 図 １ を 参 照 し て 、 食 道 管 腔 １ ０ お よ び 食 道 壁 １ ２ と と も に 、 食 道 が 、 胃 １ ４ に
至 っ て 示 さ れ る 。 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ２ つ の 磁 性 デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ は 、
Ｌ Ｅ Ｓ の 位 置 ま た は そ の 近 傍 の 壁 １ ２ 中 に 移 植 さ れ て い る 。 矢 印 Ｂ に よ っ て 示 さ れ る そ れ
ら の 誘 引 力 に よ り 、 磁 性 デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ は 、 壁 １ ２ の 緊 張 を 増 加 す る こ と に よ る か 、
ま た は 換 言 す れ ば 、 食 道 の 管 腔 １ ０ を 部 分 的 に 収 縮 す る こ と に よ り Ｌ Ｅ Ｓ を 増 強 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 般 に 、 磁 性 デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ は 、 磁 性 性 質 を 有 す る か 、 ま た は 磁 化 可 能 で あ る 任 意
の 材 料 ま た は 材 料 の 組 み 合 わ せ を 含 み 得 る 。 磁 性 デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ は ま た 、 そ れ ら が 配
置 さ れ る 組 織 と 適 合 し 、 そ の 結 果 、 デ バ イ ス に 対 す る 副 作 用 は 避 け ら れ 得 る 。 い く つ か の
実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 適 切 な 鉄 材 料 ま た は 希 土 類 金 属 が 使 用 さ れ 得 、 し か も 材 料 は 、 ス
テ ン レ ス 鋼 、 プ ラ チ ナ 、 ポ リ マ ー 、 ま た は 熱 分 解 カ ー ボ ン の よ う な 生 体 適 合 性 金 属 中 に 被
覆 さ れ 得 る 。 任 意 の 適 切 な サ イ ズ 、 形 状 お よ び 磁 力 の 磁 性 デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ が 使 用 さ れ
得 、 そ し て こ の よ う な サ イ ズ 、 形 状 お よ び 磁 力 は 、 代 表 的 に は 、 患 者 の 解 剖 学 、 Ｌ Ｅ Ｓ が
増 強 さ れ る こ と を 所 望 さ れ る 程 度 な ど に 基 づ き 得 る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 磁 性 デ バ
イ ス １ ６ 、 １ ８ は 、 こ の 磁 性 デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ が 壁 １ ２ 中 に 配 置 さ れ た 後 に 磁 化 さ れ 得
る か 、 お よ び ／ ま た は そ れ ら の 磁 力 が 調 節 さ れ 得 る 。 こ の 磁 化 お よ び ／ ま た は 調 節 は 、 磁
性 デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ の 近 傍 に 位 置 決 め さ れ 得 る 、 そ の 遠 位 端 に 強 力 磁 石 を も つ 内 視 鏡 の
よ う な 、 任 意 の 適 切 な デ バ イ ス の 使 用 に よ り 達 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 図 １ ａ を 参 照 し て 、 磁 性 デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ は 、 任 意 の 数 の 適 切 な 形 態 を 有 し
得 る 。 １ つ の 実 施 形 態 で は 、 こ の デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ は 、 食 道 壁 １ ２ 内 の 食 道 管 腔 １ ０ を
横 切 っ て ほ ぼ 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る そ れ ら の 反 対 の 極 性 を 有 し て 整 列 さ れ る 。 こ の 反
対 の 極 性 の 、 対 抗 し て 位 置 決 め さ れ た デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ 間 の 誘 引 は 、 食 道 の 緊 張 、 お よ
び 食 道 内 の 圧 力 を 増 加 し 、 そ れ 故 、 Ｌ Ｅ Ｓ の 自 然 の 機 能 を 増 強 す る こ と を 支 援 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ｂ の よ う な 別 の 実 施 形 態 で は 、 複 数 の 磁 石 ２ ２ が 、 食 道 の 壁 １ ２ 中 に 半 径 方 向 パ タ
ー ン で 位 置 決 め さ れ 得 る 。 磁 石 ２ ２ は 、 そ れ ら が 一 緒 に 引 っ 張 り 、 そ れ 故 、 ま た 食 道 中 の
緊 張 お よ び 圧 力 が 増 加 す る よ う に 、 半 径 方 向 形 態 で 互 い に 誘 引 し 得 る 。 図 １ ｂ 中 の よ う な
複 数 の 磁 石 ２ ２ は 、 材 料 の 分 離 し た 片 と し て 食 道 壁 １ ２ 内 に 配 置 さ れ 得 、 例 え ば 、 そ れ ら
は 、 壁 １ ２ の 筋 肉 層 の 間 に 配 置 さ れ 得 る 。 そ の 他 の 実 施 形 態 で は 、 磁 石 ２ ２ は 、 保 持 リ ン
グ 内 に 含 ま れ 得 、 次 い で 、 ほ ぼ 半 径 方 向 形 態 に 整 列 さ れ て 維 持 さ れ る 。 こ の よ う な リ ン グ
は 、 ポ リ マ ー メ ッ シ ュ の よ う な 任 意 の 適 切 な 材 料 か ら 作 製 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 図 １ ｃ を 参 照 し て 、 な お 別 の 実 施 形 態 は 、 Ｌ Ｅ Ｓ を 増 強 す る た め に 磁 性 ま た 磁
化 可 能 な 粒 子 ２ ６ を 用 い る 。 複 数 の 磁 石 ２ ２ 取 り 込 む 実 施 形 態 の よ う に 、 磁 性 粒 子 ２ ６ が
用 い ら れ る と き 、 そ れ ら は 、 保 持 リ ン グ 、 サ ッ ク 、 ま た は そ の 他 の デ バ イ ス 中 に 含 ま れ 得
る か 、 ま た は 食 道 の 壁 １ ２ 中 に 別 個 に 注 入 さ れ る か 、 ま た は 移 植 さ れ 得 る 。 い く か の 実 施
形 態 で は 、 例 え ば 、 磁 性 粒 子 ２ ６ は 、 食 道 壁 １ ２ の ２ つ の 筋 肉 層 の 間 に 形 成 さ れ る 領 域 中
に 注 入 さ れ 得 る 。 こ の よ う な 領 域 は 、 こ れ ら 磁 性 粒 子 ２ ６ を そ の 場 に 保 持 す る た め の ポ ケ
ッ ト を 形 成 し 得 る 。 磁 性 粒 子 ２ ６ は 、 種 々 の 実 施 形 態 で 、 食 道 壁 １ ２ 中 の ２ つ 以 上 の 位 置
に 配 置 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 図 １ ｃ で は 、 磁 性 粒 子 ２ ６ は 、 壁 １ ２ 中 の ２ つ の ほ ぼ 対 向 す る
位 置 に 示 さ れ 、 そ し て 食 道 管 腔 １ ０ を 横 切 っ て 互 い に 誘 引 す る よ う に 反 対 の 極 性 で あ る 。
そ の 他 の 実 施 形 態 で は 、 磁 性 粒 子 ２ ６ は 、 ３ 、 ４ 、 ５ ま た は そ れ 以 上 の ポ ケ ッ ト 中 に 注 入
ま た は 配 置 さ れ 得 、 そ し て 複 数 の 磁 石 ２ ２ と と も に 図 １ ｂ 中 に 記 載 さ れ る よ う に 、 半 径 方
向 誘 引 パ タ ー ン を 引 き 起 こ す 磁 力 形 態 を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 図 １ ｃ に 示 さ れ る よ う な 粒 子 を 採 用 す る と き 、 食 道 の 各 側 面 上 の 磁 場 が 、 対 向 し て 反 対
の 極 性 で 配 置 さ れ る よ う に 粒 子 配 向 を 適 正 に 整 列 す る こ と は 困 難 で あ る か も 知 れ な い 。 そ
れ 故 、 通 常 、 磁 化 の 前 に 、 ま ず 粒 子 を 注 入 ま た は そ う で な け れ ば 導 入 す る こ と が 好 ま し い
。 通 常 、 こ れ ら 粒 子 は 、 好 ま し く は 熱 分 解 カ ー ボ ン で あ る 、 上 記 の よ う な 生 体 適 合 性 コ ー
テ ィ ン グ で 被 覆 さ れ る 鉄 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る 。 粒 子 が 、 食 道 の 少 な く と も １ つ の 側 面
に 注 入 さ れ た 後 、 所 望 の 磁 化 を 提 供 す る た め に 、 通 常 、 内 部 か ら 、 ま た は 外 部 に 位 置 決 め
さ れ た 適 切 な 場 強 度 を も つ 電 磁 石 で あ る 磁 場 に 曝 さ れ る 。 各 々 の 個 々 の 粒 子 が 磁 化 さ れ る
よ う に な る と 同 時 に 、 粒 子 は 一 緒 に 、 対 向 す る 端 部 に 極 を も つ 単 一 の 大 き な 磁 石 と し て 集
合 的 に 作 用 す る こ と が 認 識 さ れ る 。 通 常 、 第 ２ の セ ッ ト の 磁 性 粒 子 が 、 次 に 、 食 道 の も う
一 方 の 側 面 に 導 入 さ れ る 。 第 ２ の 群 の 粒 子 に お け る 磁 場 を 配 向 す る こ と の 困 難 性 の た め 、
第 ２ の 群 は 必 要 に 応 じ て 磁 化 さ れ な い ま ま に す る 。 こ の 第 ２ の 粒 子 が 、 こ れ も ま た 、 通 常
、 熱 分 解 カ ー ボ ン で 被 覆 さ れ た 鉄 金 属 か ら 構 成 さ れ て 磁 性 （ 反 対 に 磁 化 さ れ る ） で あ る 限
り 、 そ れ ら は 、 第 １ の 群 の 粒 子 に よ っ て 奏 さ れ る 磁 場 に よ り 誘 引 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 イ ン サ イ チ ュ （ Ｉ ｎ 　 ｓ ｉ ｔ ｕ ） 磁 化 は ま た 、 試 験 後 、 粒 子 （ ま た は よ り 大 き な バ ー ま
た は な お さ ら 言 え ば そ の 他 の 磁 石 ） 中 に 誘 導 さ れ る 磁 場 の 調 節 を 可 能 に す る 。 例 え ば 、 増
強 さ れ た 括 約 筋 は 、 還 流 を 引 き 起 こ す た め に 圧 力 に 曝 さ れ る 。 還 流 が 受 容 不 能 な 低 い 圧 力
で 起 こ る 場 合 、 磁 性 粒 子 は 、 第 ２ の 群 の 粒 子 が 磁 化 さ れ て い な い 場 合 、 そ れ ら を 隔 離 す る
こ と を 考 慮 し て 、 さ ら に 磁 化 さ れ 得 る 。 あ る い は 、 患 者 は 、 最 初 の 処 置 が 十 分 に 問 題 を 解
決 し た か ど う か を み る た め に 経 過 観 察 さ れ 得 、 そ う で な け れ ば 、 粒 子 は 、 さ ら な る 増 強 を
提 供 す る た め に さ ら に 磁 化 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 図 １ ｄ を 参 照 し て 、 Ｃ 形 状 の 磁 石 ３ ０ お よ び ３ ２ は 、 食 道 中 の Ｌ Ｅ Ｓ ま た は そ
の 他 の 対 向 す る 側 面 に 移 植 さ れ 得 る 。 こ の 磁 石 ３ ０ お よ び ３ ２ の 特 有 の Ｃ 形 状 は 、 そ れ ら
が 、 還 流 を 防 ぐ た め に 食 道 管 腔 １ ０ に 対 し て 連 続 的 な 閉 鎖 力 を 奏 す る が 、 嚥 下 が 必 要 な と
き 、 管 腔 が な お 開 放 し 得 る よ う そ れ ら の 間 に 開 放 領 域 を 常 に 残 す よ う に 選 択 さ れ て い る 。
さ ら に 、 食 道 壁 の 組 織 を 損 傷 す る リ ス ク は 低 減 さ れ る 。 そ の 他 の 実 施 形 態 で は 、 管 腔 は 、
組 織 が 破 壊 さ れ な い よ う に 有 意 に 低 減 さ れ た 力 で 閉 鎖 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 図 ２ を 参 照 し て 、 磁 性 デ バ イ ス １ ６ 、 １ ８ 、 ２ ２ 、 ２ ６ は 、 任 意 の 適 切 な 手 段
に よ っ て 食 道 壁 内 に 配 置 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス は 、 腹 腔
鏡 検 査 ま た は ロ ボ ッ ト 手 術 の よ う な 最 小 侵 襲 技 法 に よ り 配 置 さ れ 得 る 。 そ の 他 の 実 施 形 態
で は 、 デ バ イ ス は 、 患 者 の 口 を 通 じ て 患 者 の 胃 中 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 に よ り 配 置 さ れ 得 る
。 磁 性 デ バ イ ス の 実 際 の 挿 入 は ま た 、 任 意 の 適 切 な 手 段 に よ り 達 成 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 い
く つ か の 実 施 形 態 で は 、 磁 性 材 料 が 、 遠 位 ニ ー ド ル お よ び 注 入 シ ス テ ム を 含 む デ バ イ ス で
の う に 、 食 道 壁 １ ２ 中 に 注 入 さ れ 得 る 。 そ の 他 の 実 施 形 態 で は 、 １ つ 以 上 の 切 開 が 、 食 道
壁 １ ２ 中 に 作 製 さ れ て も よ く 、 そ し て こ の 磁 性 デ バ イ ス は 、 こ の 切 開 を 通 じ て 挿 入 さ れ 得
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 食 道 壁 １ ２ に 磁 性 粒 子 ２ ６ を 送 達 す る た め の デ バ イ ス の １ つ の 実 施 形 態 を 示 す
。 一 般 に 、 こ の デ バ イ ス は 、 近 位 端 （ 図 示 せ ず ） お よ び 遠 位 端 ２ ５ を も つ カ テ ー テ ル ２ ０
、 な ら び に 近 位 端 （ 図 示 せ ず ） お よ び 遠 位 端 ２ ７ を も つ 複 数 の 送 達 管 ２ ４ を 含 む 。 こ の 送
達 管 ２ ４ は 、 カ テ ー テ ル ２ ０ の 遠 位 端 ２ ５ か ら 突 出 し 、 磁 性 粒 子 ２ ６ を 送 達 す る 。 い く つ
か の 実 施 形 態 で は 、 送 達 管 ２ ４ の 遠 位 端 ２ ７ の 各 々 は 、 食 道 の 壁 １ ２ を 突 き 刺 す ニ ー ド ル
を 含 む 。 図 ２ で は ２ つ の 送 達 管 ２ ４ が 示 さ れ て い る が 、 送 達 デ バ イ ス の そ の 他 の 実 施 形 態
は 、 １ つ の 管 ま た は ２ 以 上 の 管 を 含 み 得 る 。 単 一 の 管 の 使 用 は 、 粒 子 が ２ つ 以 上 の 位 置 に
逐 次 的 に 送 達 さ れ 、 粒 子 の 部 位 の 特 定 の １ つ の み が 磁 化 さ れ る と き に 好 適 で あ り 得 る 。 さ
ら に 、 管 ２ ４ は 、 サ イ ズ 、 長 さ 、 直 径 お よ び 形 態 の 任 意 の 適 切 な 組 み 合 わ せ を 有 し 得 る 。
１ つ の 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 内 径 ま た は 各 管 ２ ４ は 、 粒 子 ２ ６ が ほ ぼ 単 一 の 綴 じ 込 み ラ
イ ン で 送 達 さ れ る よ う に 、 各 磁 性 粒 子 ２ ６ の 外 径 よ り わ ず か に 大 き い 。 こ の よ う な 形 態 は
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、 食 道 の 壁 １ ２ 内 の 処 置 位 置 へ の 磁 性 粒 子 の よ り 制 御 さ れ た 送 達 を 可 能 に し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 磁 性 デ バ イ ス を 送 達 す る た め の そ の 他 の デ バ イ ス は 、 図 ２ に 示 さ れ る も の と は １ つ 以 上
の 異 な る 特 徴 を 含 み 得 る 。 例 え ば 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 食 道 壁 １ ２ を 切 開 す る た め
、 お よ び 磁 性 デ バ イ ス を 移 植 す る た め の 、 切 開 デ バ イ ス 、 お よ び 握 持 か つ 放 出 デ バ イ ス を
も つ 内 視 鏡 を 含 み 得 る 。 そ の 他 の 実 施 形 態 は 、 食 道 壁 １ ２ 中 に 配 置 さ れ た 磁 化 可 能 材 料 の
た め の 磁 化 デ バ イ ス を 含 み 得 る 。 な お 別 の 実 施 形 態 は 、 １ つ 以 上 の 磁 性 デ バ イ ス の 電 力 を
調 節 す る た め の 調 節 機 構 を 含 み 得 る 。 一 般 に 、 括 約 筋 中 に 磁 性 デ バ イ ス を 送 達 す る た め の
送 達 デ バ イ ス の 任 意 の 適 切 な 組 み 合 わ せ が 、 内 視 鏡 デ バ イ ス 中 に 取 り 込 ま れ る か ま た は そ
の 他 で 提 供 さ れ て 、 本 発 明 の 範 囲 内 で 企 図 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ つ の 実 施 形 態 で は 、 Ｉ Ｅ Ｓ を 適 切 に 増 強 す る た め の 方 法 は 、 最 初 に 磁 石 送 達 デ バ イ ス
を 患 者 の 口 中 に 導 入 す る 工 程 、 そ し て こ の デ バ イ ス を 患 者 の 食 道 に 進 め る 工 程 を 含 む 。 こ
の デ バ イ ス の 遠 位 端 は 、 次 に 、 磁 性 デ バ イ ス を 送 達 す る た め に 食 道 の 管 腔 内 の 位 置 に 位 置
決 め さ れ 得 る 。 代 表 的 に は 、 こ の 位 置 は 、 Ｌ Ｅ Ｓ ま た は そ の 近 傍 で あ り 得 る 。 送 達 デ バ イ
ス の 送 達 機 構 は 、 次 に 、 Ｌ Ｅ Ｓ を 増 強 す る た め の 任 意 の 適 切 な 位 置 に あ る 食 道 の 壁 内 に 、
磁 性 デ バ イ ス を 注 入 、 移 植 、 ま た は そ う で な け れ ば 位 置 決 め す る た め に 用 い ら れ 得 る 。 い
く つ か の 事 例 で は 、 圧 力 検 知 内 視 鏡 ま た は カ テ ー テ ル の よ う な 圧 力 検 知 デ バ イ ス が 、 次 に
、
食 道 中 に 配 置 さ れ 、 Ｌ Ｅ Ｓ の 位 置 ま た は そ の 近 傍 位 置 に あ る 食 道 の 管 腔 内 の 圧 力 を 測 定 す
る 。 こ の 圧 力 が 所 望 の 圧 力 に 接 近 し て い る 場 合 、 手 順 は 終 了 し 得 る 。 そ の 一 方 、 こ の 圧 力
に 対 し て 調 節 を す る こ と が 所 望 さ れ る 場 合 、 磁 石 ま た は そ の 他 の 磁 化 デ バ イ ス が 挿 入 お よ
び 位 置 決 め さ れ 得 、 移 植 さ れ た デ バ イ ス の 磁 力 を 増 加 ま た は 減 少 す る 。 上 記 に 記 載 の よ う
な そ の 他 の 実 施 形 態 で は 、 移 植 さ れ た デ バ イ ス は 、 食 道 壁 中 に 配 置 さ れ る と き 磁 力 を も た
な く て も 良 く 、 そ し て 磁 化 デ バ イ ス よ っ て 磁 化 さ れ 得 る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 調 節
デ バ イ ス は 、 後 日 、 移 植 さ れ た デ バ イ ス の 磁 力 を 増 加 ま た は 減 少 す る た め に 使 用 さ れ 得 、
Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ ま た は 食 道 の そ の 他 の 症 状 を 処 置 す る た め に Ｌ Ｅ Ｓ を 、 よ り 適 切 に 増 強 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 図 ３ を 参 照 し て 、 女 性 の 尿 失 禁 は 、 ほ ぼ Ｌ Ｅ Ｓ を 処 置 す る こ と に 関 し て 上 記 に
記 載 し た よ う に 、 本 発 明 の 方 法 に よ り 、 お よ び 本 発 明 の 装 置 で 処 置 さ れ 得 る 。 粒 子 Ｐ は 、
前 面 Ｆ と 恥 骨 Ｐ と の 間 に 配 置 さ れ た 尿 道 Ｕ の 対 向 す る 側 面 上 に 注 入 さ れ 得 る 。 粒 子 は 、 食
道 に 関 し て 上 記 に 記 載 の よ う な 様 式 と 類 似 の 様 式 で 尿 道 中 に 導 入 さ れ た カ テ ー テ ル を 用 い
て 、 １ 、 ２ 、 ま た は よ り 多 く の ス テ ー ジ で 注 入 さ れ 得 る 。 通 常 、 粒 子 は 、 磁 化 の 前 に 導 入
さ れ 、 尿 道 の １ つ の 側 面 に あ る 粒 子 の み が 最 終 的 に 磁 化 さ れ る 。 上 記 に 記 載 の 本 発 明 の そ
の 他 の 局 面 が 、 女 性 の 尿 失 禁 を 阻 害 す る た め に 尿 道 の 処 置 に 等 し く 良 好 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 先 行 す る 記 載 は 、 本 発 明 の 完 全 か つ 正 確 な 説 明 で あ る が 、 種 々 の 改 変 ま た は 付 加 が 、 添
付 の 請 求 項 に 提 示 さ れ る よ う な 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 実 施 形 態 に な さ
れ 得 る 。 例 え ば 、 種 々 の さ ら な る 材 料 ま た は 材 料 の 組 み 合 わ せ が 磁 性 デ バ イ ス と し て 用 い
ら れ 得 る 、 磁 石 送 達 デ バ イ ス の 異 な る 実 施 形 態 が 用 い ら れ 得 る 、 な ど で あ る 。 従 っ て 、 上
記 の 詳 細 な 説 明 は 、 本 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る と 解 釈 さ れ る べ き で は な い 。 な ぜ な ら 、 そ れ
は 添 付 の 請 求 項 に よ っ て 規 定 さ れ る か ら で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 下 部 食 道 括 約 筋 を 増 強 す る た め に 食 道 の 壁 中 に
位 置 決 め さ れ る 磁 性 デ バ イ ス と と も に 、 食 道 よ び 胃 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ － １ 】 図 １ ａ ～ １ ｄ は 、 図 １ の 矢 印 Ａ に よ っ て 指 定 さ れ る 視 野 か ら の 食 道 の 断 面 図
で あ り 、 本 発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 に よ る 、 下 部 食 道 括 約 筋 の 増 強 の た め の 磁 性 デ バ イ ス の
複 数 の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 下 部 食 道 括 約 筋 を 増 強 す る た め の 磁 石 送 達 デ バ
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イ ス に よ っ て 食 道 の 壁 中 に 配 置 さ れ る 磁 性 粒 子 と と も に 、 食 道 よ び 胃 の 正 面 断 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 方 法 に よ っ て 、 磁 性 お よ び ／ ま た は 磁 化 可 能 な 粒 子 で 増 強 さ れ
た 女 性 の 尿 道 の 概 略 図 で あ る 。

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】 【 図 ３ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 24日 (2005.1.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】 【 図 １ － １ 】

【 図 ２ 】 【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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